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　乳児は生後すぐから自発的に身体を動かす。しかしこ
の頃の自発的な行動は無目的な運動であることが多く、
後の自発的な行動の組織化、特に、動機や意図といった
内的状態にもとづく目的志向的な行動の獲得にどう結び
つくのか、そのプロセスを定量的に評価することはほと
んど行われてこなかった。
　そこで本研究では、乳児でも操作が比較的容易な眼球
運動に着目し、動機にもとづく注視行動を定量的に評価
するための新たな実験パラダイム、イメージ・スクラッ
チ課題の開発に取り組んだ。アイ・トラッカーで取得し
た視線データをリアルタイムに活用することにより、モ
ニタに映された映像を視線で操作できるようにした（図
1）。被験者が見る－削れるという視線随伴性を検出し、
絵を削り出すという目的をもって視線を操作するように
なるかを評価することを狙った。

　まず、成人 40 名を対象とした実験により、視線随伴
性の検出と合目的な視線の操作の指標の定量化を試み
た。モニタに呈示される映像が視線随伴性を持つことは
被験者には伏せ、単に画面を眺めてもらった。課題後の
質問紙により、視線随伴性の検出と、合目的な視線の操
作の有無を確かめ、共にあったと報告した被験者を「自

発群」、共になかったと報告した被験者を「受動群」に
分類した。自発群に分類された被験者の視線は、次の 2
つの特徴を示した（図 2）。①フェーズⅠからフェーズ
Ⅱにかけて、削り出した面積が増加した。②随伴性を止
めた非随伴フェーズにおいて、黒いエリアを探索的に見
る割合が有意に高かった。特に②の探索的な注視の割合
は、自発 /受動群の報告と整合性が高く、探索的注視の
割合によって被験者を分類すると、高確率（88.9％）で
自発群が受動群かを当てられることが分かった。

　これを踏まえ、8か月児 22 名を対象に、視線随伴性
の検出と合目的な視線の操作の傾向が見られるかどうか
を検討した。非随伴フェーズにおける探索的な注視の割
合の高低によって被験児を仮想自発群と仮想受動群の 2
群に分けて視線を分析したところ、成人と同様の傾向が
示された。
　さらに、この結果が目的達成の動機に基づくものであ
るかどうかを確かめる統制実験を行った。隠された絵を
グレースケールの画像に差し替え、絵の魅力を低減させ
たイメージ・スクラッチ課題を別の 8か月児 12 名に実
施したところ、削った面積量に増加が見られなくなり、
視線の合目的な操作が低減した。このことから、8か月
児は絵を削り出したいという動機に基づいて注視を操作
していることが示唆された。
　イメージ・スクラッチ課題は、言語や運動能力が発達
途上にある乳児の意図や動機にもとづく自発的行動の組
織化過程の変化を定量的にとらえる可能性を秘めた課題
である。今後はこの課題を用いて乳児の意図や動機、す
なわち自己意識の発達起源を探りたい。
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【図 1】イメージ・スクラッチ課題
（A）黒い画面が映るモニタ一体型のアイ・トラッカーに乳児が注視す

ると、見た部分が丸く削れて背後に隠されたカラフルな絵が現れ
る。

（B）30秒ずつ 5枚の絵を呈示した。フェーズⅠとⅡの削った面積量の
比較、随伴性消失フェーズでの目の動きを分析した。

【図 2】自発群・受動群の目の動かし方の例


